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この「おだいじに」では最新の歯科の話題や、皆さんが普段疑問を持たれてい
る事柄等についての情報を提供したいと思っております。こんなこと聞いてみた
いな、あれってどうなんだろう？そんなことがあればどんどんリクエストしてくだ
さい。バックナンバーも待合室にあります。

山本歯科医院　tel 0587-33-0570   fax 0587-33-0571
http://www.ne.jp/asahi/yamamoto/shikaiin/

今回の裏面の担当は浅田有輪（左）と中山
孝美（右）です。彼女たちスタッフも頑張っ
ています。

もし、目の前であなたの愛する人が倒れたならば「あなたは救
えますか？」。
　 心臓突然死は、心臓が不規則にケイレンする心室細動に
よって起こります。愛する人の命を救うためには、すぐさまＡＥＤ
にて除細動を行うことが、唯一の救命手段です。

　 目の前で愛する人が倒れたならば、すぐさま「意識と呼吸の
確認」を行ってください。意識と呼吸がなければまず“ＡＥＤ”で

除細動を行ってください。 手もとにＡＥＤがなければ、
救急車が到着するまで、心臓マッサージを続けて
ください。

AED：Automated　External　Defibrillator（自動体外式除細動器）
～心臓電気ショックの器械です～
　最近は愛知万博会場やデパート、公共施設などにもたくさん設置され、市民に認知され
始めています。

　下記のロゴマークは、AEDの
設置場所を示すのではなく、
建物内、敷地内にAEDが設置
されていることを示すマークで
す。
　 現時点では、一般市民に
AEDの存在を知ってもらうこと
が大切と考えます。

　心室細動になると心臓がけいれんし、ポンプとしての役割が果たせず、助かるチャンスは1分経
過するごとに約10％づつ失われ、10分後にはほとんどの人が死に到ります。この心室細動を正
常な状態に戻す唯一の方法は除細動（心臓への電気ショック）です。そこで、早期の除細動がで
きるAEDの使用が必要となり、素早い除細動は社会復帰の鍵にもなります。

　AEDを使うことで、突然死を防ぐことができるのです。AEDは除細動が必要かを判断し、救命の

手順を音声にて指示します。AEDは除細動を含めた救命行為が簡単に出来るよ
うに作られています。

本文は日本光電社のホームページを参考にしています。

稲沢市でも普通救急救命、AEDの使用法の講習会をしているようです。
毎月19日、9：00～12：00 中学生以上 無料
詳しくは「いなざわ広報」をご覧ください。






